
提

出

者

川

田

悦

子

平
成
十
五
年
六
月
二
十
四
日
提
出

質

問

第

一

〇

八

号

防
衛
庁
等
に
よ
る
発
注
等
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

108



防
衛
庁
等
に
よ
る
発
注
等
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

六
月
一
二
日
、
先
に
提
出
し
た
質
問
主
意
書
（
衆
質
一
五
六
第
六
四
号
）
に
対
す
る
答
弁
書
の
説
明
を
防
衛
庁
管
理
局
か
ら

受
け
た
。
そ
の
際
、
同
局
が
調
査
・
回
答
を
約
束
し
て
い
た
品
名
、
パ
ー
ツ
ナ
ン
バ
ー
、
部
隊
で
の
洗
浄
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
洗
浄

結
果
の
レ
ポ
ー
ト
な
ど
に
つ
い
て
は
「
メ
ー
カ
ー
に
直
接
聞
い
て
く
れ
」
と
の
返
事
で
あ
り
、
答
弁
書
の
説
明
に
お
い
て
も
同

様
の
発
言
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
国
会
議
員
に
よ
る
文
民
統
制
の
点
か
ら
も
、
ま
た
行
政
監
視
の
点
か
ら
も
納
得
で
き
る
も
の

で
は
な
い
。
改
め
て
明
確
な
回
答
を
求
め
る
。
以
下
質
問
す
る
。

一

航
空
自
衛
隊
練
習
機
Ｔ－

�
の
エ
ン
ジ
ン
Ｆ
�
の
燃
料
制
御
装
置
（
以
下
「
Ｆ
Ｃ
Ｕ
」
）
七
〇
二
台
の
修
理
を
石
川
島
播

磨
重
工
業
（
以
下
「
Ｉ
Ｈ
Ｉ
」
）
に
指
示
す
る
以
前
に
、
航
空
自
衛
隊
各
部
隊
で
す
べ
て
の
Ｆ
Ｃ
Ｕ
を
洗
浄
し
た
と
い
う
。

（
�
）

同
作
業
に
要
し
た
費
用
は
い
く
ら
か
。

（
�
）

（
�
）
の
作
業
費
用
を
Ｉ
Ｈ
Ｉ
に
請
求
し
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

（
�
）

有
償
修
理
契
約
を
行
な
っ
た
九
〇
台
に
つ
い
て
は
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
時
の
無
償
修
理
と
し
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ

か
。

（
�
）

防
衛
庁
は
同
事
故
の
原
因
を
Ｆ
Ｃ
Ｕ
の
ボ
ル
ト
の
金
属
片
剥
離
と
し
つ
つ
も
、
な
ぜ
剥
離
し
た
の
か
、
ま
た
そ
れ

一



を
事
前
に
除
去
で
き
な
か
っ
た
か
な
ど
詳
細
を
不
明
と
し
て
い
る
。
し
か
る
に
防
衛
庁
は
同
ボ
ル
ト
を
交
換
す
れ
ば

再
発
し
な
い
と
断
定
す
る
が
、
原
因
を
特
定
で
き
な
い
ま
ま
の
再
発
防
止
は
本
来
あ
り
え
な
い
。
原
因
を
特
定
で
き

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
ボ
ル
ト
を
交
換
す
る
こ
と
で
事
足
れ
り
と
す
る
の
は
な
ぜ
か
。
再
発
防
止
策
と
し
て
ボ

ル
ト
交
換
の
み
で
十
分
と
す
る
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
�
）

（
�
）
に
つ
い
て
「
防
衛
庁
は
詳
し
い
こ
と
は
分
か
ら
な
い
」
「
知
り
た
け
れ
ば
Ｉ
Ｈ
Ｉ
に
直
接
聞
い
て
ほ
し

い
」
と
い
う
。
防
衛
庁
が
公
費
で
発
注
し
た
も
の
に
対
し
て
の
回
答
と
し
て
は
あ
ま
り
に
も
無
責
任
極
ま
り
な
い
。

ど
の
よ
う
な
理
由
で
そ
う
回
答
で
き
る
の
か
。
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

一
九
九
八
（
平
成
一
〇
）
年
五
月
に
行
な
わ
れ
た
Ｉ
Ｈ
Ｉ
田
無
工
場
に
お
け
る
会
計
検
査
院
の
検
査
に
備
え
て
防
衛
庁
調

達
実
地
本
部
（
現
、
契
約
本
部
）
府
中
管
理
事
務
所
員
と
Ｉ
Ｈ
Ｉ
が
会
議
を
持
ち
、
検
査
員
の
視
察
ル
ー
ト
を
予
め
決
め
、

そ
れ
に
沿
っ
て
事
前
実
施
事
項
を
細
か
に
打
ち
合
わ
せ
、
府
中
管
理
事
務
所
員
が
実
施
状
況
を
確
認
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る

（
添
付
文
書
「
Ｈ
��
年
度

会
計
検
査
受
験
時
の
注
意
事
項
」
参
照
）
。
実
施
事
項
に
は
「
治
工
具
貸
し
出
し
依
頼
表
の
一

時
格
納
」
「
治
工
具
予
約
貸
出
票
の
格
納
」
「
Ｊ
��
Ｖ
Ａ
Ｎ
Ｅ－
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｙ
ラ
イ
ン
の
作
業
標
準
表
の
格
納
」
な
ど
四
四
項

目
が
あ
り
、
注
意
事
項
と
し
て
「
見
え
る
範
囲
で
は
工
数
報
告
を
行
わ
な
い
」
「
質
問
を
受
け
た
ら
、
直
接
答
え
な
い
」
と

二



指
示
し
て
い
る
。

（
�
）

防
衛
庁
は
府
中
管
理
事
務
所
員
と
Ｉ
Ｈ
Ｉ
が
五
月
八
日
に
打
ち
合
せ
を
行
な
っ
た
と
認
め
て
い
る
。
で
は
、
当
日

の
打
ち
合
わ
せ
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。

（
�
）

防
衛
庁
で
は
議
事
録
が
す
で
に
処
分
さ
れ
確
認
で
き
な
い
と
し
て
い
る
が
、
添
付
文
書
の
と
お
り
打
ち
合
わ
せ
を

し
た
事
実
は
あ
る
か
。
ま
た
添
付
文
書
は
、
こ
の
検
査
時
に
打
ち
合
わ
せ
た
際
、
用
い
ら
れ
た
も
の
と
解
し
て
よ
い

か
。

（
�
）

添
付
文
書
の
と
お
り
打
ち
合
わ
せ
を
し
会
計
検
査
に
臨
ん
だ
場
合
、
そ
れ
は
会
計
検
査
の
根
幹
に
か
か
わ
る
こ
と

で
あ
り
、
そ
の
意
味
を
な
さ
な
い
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。
会
計
検
査
院
法
第
二
五
条
【
実
地
検
査
】
同
第
二
六
条

【
帳
簿
等
の
提
出
、
関
係
者
へ
の
質
問
等
】
の
規
定
を
形
骸
化
さ
せ
、
ま
た
そ
れ
に
反
す
る
行
為
と
思
わ
れ
る
。
見

解
を
問
う
。
ま
た
同
様
の
こ
と
を
他
工
場
、
他
企
業
に
お
い
て
行
な
っ
て
い
る
事
実
は
な
い
か
。
併
せ
て
問
う
。

（
�
）

「
Ｊ
��
Ｖ
Ａ
Ｎ
Ｅ－

Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｙ
ラ
イ
ン
の
作
業
標
準
表
の
格
納
」
（
添
付
文
書
）
や
「
見
え
る
範
囲
で
は
工
数
報

告
を
行
わ
な
い
」
（
同
）
な
ど
に
よ
っ
て
、
府
中
管
理
事
務
所
と
Ｉ
Ｈ
Ｉ
は
作
業
時
間
数
（
工
数
）
の
「
標
準
」
や

「
実
態
」
を
検
査
員
に
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
隠
蔽
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
政
府
と
し
て
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
指

三



示
を
出
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

質
問
主
意
書
（
衆
質
一
五
六
第
六
四
号
）
に
対
す
る
答
弁
書
で
は
専
用
治
工
具
に
つ
い
て
、
「
契
約
以
外
の
目
的
で
使
用

さ
れ
て
い
る
と
の
事
実
は
把
握
し
て
い
な
い
」
と
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
一
九
九
九
年
七
月
三
日
に
Ｉ
Ｈ
Ｉ
呉
第
二
工
場
で
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
の
運
転
試
験
中
に
中
間
軸
が
破
断
し
、
そ
の

破
片
に
直
撃
さ
れ
て
二
名
の
運
転
技
師
が
死
亡
す
る
災
害
が
発
生
し
た
。
事
故
が
起
き
た
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
は
Ｉ
Ｈ
Ｉ
が
三
菱

電
機
か
ら
受
注
し
東
京
都
下
水
道
局
に
納
入
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
運
転
設
備
は
Ｉ
Ｈ
Ｉ
が
海
上
自
衛
隊
か
ら
受
注
す

る
艦
艇
用
の
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
を
運
転
す
る
専
用
設
備
と
し
て
一
九
八
〇
年
代
末
に
改
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
専
用
治
工

具
（
設
備
）
が
民
間
向
け
製
品
の
製
造
等
に
流
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
不
測
の
死
亡
事
故
に
よ
っ
て
は
し
な
く
も
明
る
み
に

出
た
と
い
う
。

（
�
）

九
九
年
七
月
三
日
の
事
故
が
、
専
用
治
工
具
（
設
備
）
が
民
間
向
け
製
品
の
製
造
等
に
流
用
さ
れ
て
い
た
う
え
で

起
こ
っ
た
事
故
で
あ
る
と
い
う
の
は
事
実
か
。
事
実
で
あ
る
場
合
、
先
の
答
弁
「
契
約
以
外
の
目
的
で
…
…
把
握
し

て
い
な
い
」
と
の
部
分
に
齟
齬
が
生
じ
る
こ
と
と
な
る
。
見
解
を
問
う
。

（
�
）

（
�
）
が
事
実
で
あ
る
場
合
、
調
達
実
施
本
部
広
島
管
理
事
務
所
は
こ
の
報
告
を
受
け
て
い
た
か
。
受
け
て
い
た

四



場
合
、
な
ん
ら
か
の
処
分
等
を
課
し
た
か
。
課
し
て
い
な
い
場
合
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
。

（
�
）

質
問
二
に
お
い
て
指
摘
し
た
よ
う
に
会
計
検
査
院
の
検
査
に
あ
た
っ
て
「
治
工
具
貸
し
出
し
依
頼
表
の
一
時
格

納
」
「
治
工
具
予
約
貸
出
票
の
格
納
」
が
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
Ｉ
Ｈ
Ｉ
田
無
工
場
に
お
い
て
も
民
間
向
け
製

品
の
製
造
に
専
用
治
工
具
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
隠
す
目
的
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
政
府
と
し
て
は
こ

の
点
に
つ
い
て
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

右
質
問
す
る
。
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くく取 扱 注 音〉〉  

HlO．5．13  

田 無 工 埠  

生産計画部  

HlO年度 会計検査受験時の注意事項   

1，℡計枕空費放対応日毎  

会計検査受検対策会旛（IHI、真東府）  

田計パトロール（青山SM、谷中S．三代川）  

改善実施事項連結  

社内事前パトロール  

（辻壕＄M、鶴岡SM、下條GW、谷M、青山SM）  
東支府最緯確認  

繁王府丘柊確認を踏言えた確認会誌  

（エ場基幹職及び関係者）  

社内最終確認（サ山SM、谷中S、三代川）   

検査官工叫視♯  

8．′ 9（金）  

5．′12（火）  

5．／「3（水）  

5．／18 く月）  

5．／20（水）  

5．／21（木）  

弓．／22（食）  

13：00・▼15：00  

13：00一｝15：00  

10：00■－11：30  

14；00・－15：00  

（408会議蓋）  

8：80・－10：0（〕  

5′ヱ5（月）13：00■－1ヰ：80  

防衛榛壬2課（雌船）8名  

防衛検査3課（航空）8名 ＋末文肝若干名   

2．稚内事前辛施事項；   （社内事前パトロール）  

（り旧裏面処理前（第1事瀬所側）の軌椛の一時撤去  

（2）史料館内の全てのパンフレットの格納、エンジン断面周の格納  

（3）史料館ÅTF模型の一陣槻去？、エンジンの台車横領の有無  

（ヰ）各職場の事務机・黒板・作業台にある書類はすペて格納する  

♯ 日程表をはりだしておかない  

＊エンジン断面周をはりだしておかない  

＊t算機の0／P用紙を片付ける（メモ用紙としての使用を禁止する）  

＊各種管理資料は張り出さす格納する  

（5）全般的に整理・霹頓・清掃を  

（6）エ穏確馳票格納の必要卑し、但し、辛か開発工事やトスファイルから  

アウトプットした指導車座一時格納する  

（7〉エ場視察時はNPS改善マン、改善グループの作業は一時中断する  

（8）田亭開5鵬横・ラック生爪表示の格納・H2ライン檎のTP一時撤去  

（射MAIN通路両サイドのTOOL／治工具の整理・整頓   

（川）治工具干し出し依頼表の一時樟紬  

（＝）治工具予約貸出票の格納   

（12）エ具圭．治工具貸出しカウンターの整理（当日工員を置かない〉   

（13）電子ビーム樺のシャッター溝と周辺の清柵   

（†4）臼稗恒温真の整理、展示室内のエンジン断面図の格納  

く15）田輝恒温真と第4事務所西側階段構のJD－ファイルの整：哩・格納   

（川）GE90フローライン横、砥石覆埠10番．11薔の一時撤去   

（17）溶持場欄前の外注ポ…ドの一時撤去   

（18〉SFCルームのカーテンのおろし  

一1一  

く処置担当部門＞   

田殺  

生料館長  

防宮・史料館長  

各工場課  

課
諜
 
 

揚
場
 
 

エ
エ
 
 

各
各
 
 

弼
硝
摘
開
相
和
諾
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（19）SFCルーム棟のIHK馬王在真の製造工桜表を格納する  ZHK  

〔加）出来高進捗ボードの格納くNC線型研削盤）と消灯（トレント・ライン）  田潔  

（2り第4事務所東側階段下の溶接棒等の一時撤去  

（22）中工場立型NC前の漁具表示を明確にする  

〔23）中二場ショットピーニング積のエ穏外注棚の櫓紳  

（24）中工場LV前の九バートルク♯3通い籍の一時撤去  

（2阜）バス停・進捗管理ボード・晴別表（K汀）台車の橋脚  

（28）枢機0／H通い箱の格納  

く27）フラップ・ライン職場メイン通路側の掲示物の格納  

（28）J7gVAN∈－ASSYラインの作業頼準義の格納  

（29二）コミニュケーションボードのグラフ・日程表等の一時触去  

（30）未工場シャタ一様の整理・整頓  

（3り熱処理工揚のドアーを閉めること  

（32）グランド南側コデップ倉ヰの施錠  

（33）軍工場出口右側の廃材コンテナ（4僧）の一時撤去  

（3ヰ）熱処理工場前通路の外注業者自動羊の駐車腐止  

（35）みどりの広堵前、通路の外法業者自動車の駐車禁止  

（3郎交替制在勤者ボードの一時撤去  

（37）王CCエ鴇ロビーの整甥・整頓  

（38）切削屑回収用ドラム缶の整頓（特に多いものは処分する）  

（3射自動倉庫北度外井村仰のシート掛け  

（ヰ0）自動倉庫シャッターの下ろし  

（41■）タラ一端米機周辺を贅理する（コード薮・マニュアル頗の格紳？）  

（42〉受入検査前の廃材■翼‡Pライン外の機械のシートがけ等の整理  

ロ翼  

田枢機  

田計  

田板機  

缶枢機  

田桁稗  

田転機  

田板灘  

各工場課  

田板磯  

田板機  

田板磯  
田計－〈IJS）  

田鵠速・田松  

田調達・田総  

田計  

田計・（1CC）  

田富十■（lJS）  

日計・（IJS）  

日計・（王JS）  

田計  

田鯉  
（43）算1＊稽所、来客食堂勝手口前の危険物地下タンク表ホが剥がれている  田放  

（叫）エ積祝零中はメイン通鶴の部品運搬はやめる  良計・（王JS）   

1）注意書項；  

（I）検査官のエ場視察中はメイン通路から見える範匹ではエ軒報告を行わない   

（ヱ）エ場内で検査官から質問を受けたら、直梓筈ないでーちよつとお待ち下さいJ  

と音ってⅠ州問行者に質問の趣旨を伝えて答させる   

8．檎娃富のエ場視零ノート（予定）   

算1事務所一→ 資料館   」ゝ t手ビーム伽入場 声 メイン通路〈田精・田真・田植機）   

一十IC（⊃エ場（ロビー）  ∵声  帯1蝉務所  

［コ   

■－2－  

七

scan
長方形


